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NDL全⽂を活⽤することの意義
オープンサイエンス*に期待される効果
① 研究の効率化
② 研究コストの削減
③ 研究成果の⻑期保存
④ 研究不正の低減
⑤ データサイエンスの進展
⑥ 異分野データの統合による新たな成果
⑦ 市⺠科学の推進
⑧ イノベーションの創出
⑨ 地球規模の課題の迅速な解決
⑩ 根拠に基づく政策決定
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*科学研究活動とその成果（論⽂、データ、コード、プレプリント等）に
誰もが⾃由にアクセスして使えるようにすること

公開→利⽤



http://www.library.pitt.edu/digital-scholarship-commons

コンピュータ室や機器の提供
論⽂執筆⽀援サービス
デジタルスカラーシップサービス（DSS）
学術コミュニケーション・出版オフィス（OSCP）

国外の⼤学・研究図書館におけるサービス

http://www.library.pitt.edu/digital-scholarship-commons


デジタルスカラーシップサービス（DSS）

http://www.library.pitt.edu/digital-scholarship-services

サービス 具体例

コーディングと計算サポート Python、R、ウェブスクレイピング、Git、SQLなど

研究データサービス 探索、クリーニング、組織化、データの利⽤

デジタル制作と管理 専⾨的なデジタル化、3Dスキャン、
デジタル制作のためのソフトウェア

地理空間データと分析 マッピング、地理情報システム（GIS）、空間分析

テキストマイニングと分析 データの取得とテキストデータ分析

ウェブベースの研究⼿法 デジタル展⽰、オンラインポートフォリオ、
マルチモーダルなデジタルストーリーテリング

http://www.library.pitt.edu/digital-scholarship-services


#NDL全⽂使ってみた

6https://twitter.com/konanlibrary/status/1572131937803997185
https://twitter.com/taketonbo2828/status/1578902174347558912

https://twitter.com/taketonbo2828/status/1578902174347558912
https://twitter.com/taketonbo2828/status/1578902174347558912


⼤学における司書資格取得のための科⽬
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必修科⽬ 選択科⽬

基礎科⽬ 図書館サービスに
関する科⽬

図書館情報資源に
関する科⽬ （2科⽬選択）

⽣涯学習学概論

図書館概論

図書館制度・経営論

図書館情報技術論

図書館サービス概論

情報サービス論

児童サービス論

情報サービス演習

図書館情報資源概論

情報資源組織論

情報資源組織演習

図書館基礎特論
図書館サービス特論
図書館情報資源特論
図書・図書館史
図書館施設論
図書館総合演習
図書館実習



8https://lab.ndl.go.jp/ngramviewer/

https://lab.ndl.go.jp/ngramviewer/


⽇本の図書館への期待
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研究データの整備や公開を図書館員やデータキュレーターなどの第三者が⾏う場合、分野の知識や専⾨性が
必要であると思われる項⽬を複数選択→選択率が低い項⽬ほど専⾨性を要しないと考えられる
https://doi.org/10.15108/rm289

https://doi.org/10.15108/rm289

